
令和5年7月時点

１.基本情報

1,156 名 ※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

令和8年度

令和6年度 ※既に申請・届出している場合はその年度を記入

工学関係 農学関係 家政関係 経済学関係

100 名

400 名

100 名

150 名

※学部・学科を新設する計画である場合は、当該学部等の所在地欄は予定所在地を記入。

※入学定員には編入学定員を含む。

学部学科

組織構成

国際社会学部（国際社会学科）

他学部等の入学定員の減少数

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地 群馬県前橋市

入学定員

収容定員

入学定員の増加数

　前橋市はデジタル田園都市国家構想拠点としてデジタルグリーン・シティ構想を展開しており、群馬県はデジタルイノベーションとグリーン

イノベーションの加速化を掲げる。これに並走し、「地域課題を発見・設定し、解決策をデジタルやグリーンの知見も活用して協働構築し、

未来を構想して実装する人材」を育成するため、入学定員100名、収容定員400名からなる「デジタル・グリーン学部」を令和8年度に開設

するための検討を開始する。

　地域課題解決に資するデジタル人材育成と群馬県の主要産業である食を柱とするグリーン人材育成のためのレイトスペシャライゼーションに

よる体系的なカリキュラムを構築、その両方の学びの間にフードテックを学ぶプログラムも配置する。

　「めぶく。プラットフォーム前橋」による産学官連携、各自治体や企業との協働による実践型PBLの実施や実務家教員の登用、ジェンダート

ラック解消プログラムの展開、SSH指定校等の初等中等教育とも連携する。

改組予定年度

認可申請・届出予定

改組内容 学部の新設

設置等組織名 デジタル・グリーン学部 デジタル・グリーン学科

大学全体の総収容定員数

学校種 大学 都道府県 群馬県

大学名 共愛学園前橋国際大学 設置区分 私立

大学・高専機能強化支援事業

（学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）【支援１】

事業概要

選定年度 令和5年度 学校コード F110310101844



デジタル・グリーン学部
デジタル・グリーン学科

100名

食を柱とした

グリーン人材育成
のための

コース／プログラム

地域課題解決に資する

デジタル人材育成
のための

コース／プログラム

共愛学園前橋国際大学令和５年度選定 支援１

改組内容
改組予定年度：令和8年度
改 組 内 容：学部の新設
設置等組織名：デジタル・グリーン学部

デジタル・グリーン学科
入 学 定 員：【R8新設】100名
所 在 地 ：群馬県前橋市

国際社会学部
国際社会学科
299名→250名

国際社会専攻
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ

国際コース
情報・経営コース
心理・人間文化ｺｰｽ

地域児童教育専攻
児童教育コース

デジタル・グリーン ベーシック

全学教育推進機構 全学教育カリキュラム

共愛学園前橋国際大学

既設学部 新設学部
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群馬

求められる人材

育成する人材
構想の背景

前橋市
デジタル田園都市国家構想type1・2・3

によるデジタルグリーン・シティ構想
スマートシティ推進企業の流入

群馬県
デジタルイノベーション加速化
グリーンイノベーション推進
DXとサステナビリティ実現の街構想
食料品の製造業出荷額順位2位

全 国
DX人材／GX人材ニーズ

■デジタル田園都市
国家構想拠点である
地域ニーズを踏まえ
た体系的・実践的
カリキュラム

■「めぶくID」活用
■内部質保証
■学修成果の可視化
■教学マネジメント

■自治体・先進デジ
タル企業・地域企業
等との連携による実
践型PBLや実務家教
員の登用

■「めぶく。プラッ
トフォーム前橋」に
よる産学官連携
■連携推進法人等に
よる連携開設科目の
検討

■男女共同参画セン
ターと協働を検討す
るジェンダートラッ
ク解消プログラム
■SSH指定校等の初
等中等教育との連携

５つの特筆すべき内容＝構想の特徴

前橋市はデジタル田園都市国家構想拠点としてデジタルグリーン・シティ構想を展開しており、群馬県はデジタルイノベー
ションとグリーンイノベーションの加速化を掲げる。これに並走し、「地域課題を発見・設定し、解決策をデジタルやグリー
ンの知見も活用して協働構築し、未来を構想して実装する人材」を育成するため、入学定員100名、収容定員400名からなる
「デジタル・グリーン学部」を令和8年度に開設するための検討を開始する。
地域課題解決に資するデジタル人材育成と群馬県の主要産業である食を柱とするグリーン人材育成のためのレイトスペシャ

ライゼーションによる体系的なカリキュラムを構築、その両方の学びの間にフードテックを学ぶプログラムも配置する。
「めぶく。プラットフォーム前橋」による産学官連携、各自治体や企業との協働による実践型PBLの実施や実務家教員の登

用、ジェンダートラック解消プログラムの展開、SSH指定校等の初等中等教育とも連携する。
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